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６
月
定
例
会

常
任
委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

C O N T E N T S
子育て・教育
●愛知駅伝優勝を目指して対策は
		  前田　明弘　P９
●東浦町立保育園の民営化について
		  三浦　雄二　P10

くらし
●中東情勢の影響に備えるごみ袋の安定確保を
　	 森　　靖広　P８
●ごみ等の搬入支援として軽トラック等貸出制度
　の導入を	 森　　靖広　P８
●地域の居場所と買い物環境の確保について
		  杉下久仁子　P12

その他
●総合窓口案内の設置を	 赤川　操恵　P10
●スマホ申告について	 秋葉富士子　P11
●指定管理者制度の活用について
		  久松　純志　P12
●民法改正により施行された共同親権制度活用

が子どもの利益に	 久松　純志　P12
●投票環境向上による投票率の改善を問う
　	 長坂　知泰　P13

まちづくり
●都市計画道路緒川南北線全線開通の時期は
　	 山田　眞悟　P８
●いつ起こるかわからない災害への備え！　
		  間瀬　元明　P９
●利便性ある道路にするために！　
		  間瀬　元明　P９
●企業誘致で雇用を増やそう！　
		  間瀬　元明　P９
●給水機の設置について	 秋葉富士子　P11
●人口減少による地域課題解決を　
		  久松　純志　P12

安全・安心
●東浦文化広場利用者における安全対策について

　	 前田　明弘　P９
●防災士受験費用補助制度の導入を
　	 赤川　操恵　P10
●犯罪被害者・遺族支援の条例制定を
　	 北野　興地　P13
●高齢者が活躍できる社会づくりについて
　	 北野　興地　P13

健康・福祉
●高齢者福祉、人生100年時代をどう受け止めるか
		  山田　眞悟　P８
●シルバー人材センターについて
		  山田　眞悟　P８
●ゆうゆう憩の家の交流館化について
		  山田　眞悟　P８
●帯状疱疹ワクチン接種について
　	 三浦　雄二　P10
●高齢者の在宅介護を支える人材の確保について

　	 赤川　操恵　P10
●持続可能な子ども食堂を目指して
　	 秋葉富士子　P11
●団地内商業施設閉店に伴う生活支援対策
　について	 大川　　晃　P11
●コミュニティセンターの水分補給環境整備を
		  大川　　晃　P11
●国民健康保険税の負担軽減を求める
		  杉下久仁子　P12

16人中12人が登壇

町政を問う！
６月９日・10日一般質問

YouTube にて議会映像 配信中！
スマートフォンやパソコンから
ご自宅でも議会の様子をリア
ルタイムでご覧いただけます。
身近な町政を知る機会として
ぜひお気軽にご覧ください。

LIVE
定例会・委員会も
ライブ中継します！

各議員の記事に掲載の二次元コードを読み込む
と、その議員の一般質問の様子を動画でご覧い
ただけます。



６
月
定
例
会

常
任
委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

森森
もりもり

　　　　靖靖
やすひろやすひろ

広広
議員議員

山山
や ま だや ま だ

田田　　眞眞
し ん ごし ん ご

悟悟
議員議員

▲緒川ゆうゆう憩の家

高
齢
者
福
祉
、
人
生
１
０
０
年
時

代
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

高
齢
者
の
仲
間
づ
く
り
や
健
康
・

生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
地
域
活

動
を
支
援
し
て
い
る
。

　
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
に
対
し
、補
助
金

の
交
付
や
町
広
報
誌
へ
の
会
員
募
集
記

事
掲
載
、モ
ル
ッ
ク
大
会
や
麻
雀
大
会
、

研
修
会
な
ど
の
開
催
支
援
を
行
って
い
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を

会
員
数
と
受
注
件
数
は
。

会
員
数
は
、
今
年
３
月
末
で
男
性

２
３
１
人
、
女
性
１
４
６
人
。
昨
年
度

の
受
注
件
数
は
、
請
負
２
４
２
３
件
、

派
遣
１
２
２
件
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
交
流
館
活
動

ゆ
う
ゆ
う
憩
の
家
の
交
流
館
化
を
。

ゆ
う
ゆ
う
憩
の
家
は
、
今
年
10
月

１
日
か
ら
町
民
の
福
祉
向
上
、
健
康
増

進
を
図
る
と
と
も
に
、
世
代
間
交
流
を

通
じ
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な

げ
る
交
流
館
に
す
る
。
施
設
の
利
用
調

整
と
予
約
管
理
は
町
が
直
接
行
う
。

QAQAQA

都
市
計
画
道
路
緒
川
南
北
線

全
線
開
通
の
見
通
し
は
。

未
整
備
の
１
６
０
ｍ
の
区
間
の
一

部
用
地
交
渉
が
ま
と
ま
り
用
地
取
得
が

で
き
た
。
令
和
10
年
度
の
暫
定
供
用
を

目
標
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。
残
り
の

未
買
収
用
地
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

用
地
交
渉
を
行
っ
て
い
く
。

QA

指
定
ご
み
袋
の
在
庫
状
況
及
び
供

給
体
制
並
び
に
不
足
時
の
代
替
袋

の
使
用
を
含
む
臨
時
運
用
の
検
討

状
況
は
。

指
定
ご
み
袋
は
、
昨
年
度
末
時
点

で
大
・
中
サ
イ
ズ
が
５
ヵ
月
分
、
小
サ

イ
ズ
が
４
ヵ
月
分
、
特
小
サ
イ
ズ
が

９
ヵ
月
分
あ
り
、
今
年
度
分
も
予
定
ど

お
り
納
品
さ
れ
て
い
る
。
中
東
情
勢
に

よ
る
原
材
料
供
給
へ
の
不
安
に
備
え
、

来
年
度
の
指
定
ご
み
袋
を
一
部
前
倒
し

で
納
品
す
る
契
約
と
す
る
。
万
が
一
不

足
し
た
場
合
は
指
定
ご
み
袋
以
外
で
の

排
出
を
認
め
る
臨
時
措
置
を
検
討
す
る
。

買
い
だ
め
の
防
止
や
住
民
周
知
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

QAQ

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
公
式LIN

E

を
活
用
し
必
要
以
上
の
購
入
を
控
え
て

い
た
だ
く
よ
う
周
知
し
て
い
る
。
取
扱

店
に
は
町
で
作
成
し
た
チ
ラ
シ
を
売
り

場
に
貼
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
等
貸
出
制
度
の
導
入
を

ご
み
等
の
搬
入
支
援
と
し
て
軽
ト

ラ
ッ
ク
等
貸
出
し
制
度
導
入
は
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

貸
出
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
自
身

で
の
排
出
が
可
能
に
な
る
た
め
提
案
の

と
お
り
生
活
支
援
策
と
し
て
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
等
貸
出
制
度
の
導
入

に
向
け
た
課
題
整
理
と
実
証
実
験

を
行
っ
て
は
。

貸
出
す
車
両
の
確
保
、任
意
保
険
、一

連
の
貸
出
業
務
の
省
力
化
等
の
課
題
を

整
理
し
、本
格
導
入
を
行
う
前
に
実
証

実
験
を
行
い
、問
題
点
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、今
後
実
施
に
向
け
取
り
組
む
。

AQAQA

生
き
が
い
づ
く
り
・
社
会
参
加
の
促
進

A ど
う
す
る
・

人
生
１
０
０
年
時
代

Q

在
庫
不
足
に
陥
る
心
配
な
し
！

A 指
定
ご
み
袋

中
東
情
勢
の
影
響
は

Q

▲出典：東浦町ホームページ

2026.８.1 No.230 8



６
月
定
例
会

常
任
委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

前前
ま え だま え だ

田田　　明明
あきひろあきひろ

弘弘
議員議員

間間
ま せま せ

瀬瀬　　元元
もとあきもとあき

明明
議員議員

駅
伝
開
催
の
意
義
や
目
的
は
。

地
域
の
代
表
と
し
て
参
加
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
や
競

技
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
向
上
に
つ
な
が

る
ほ
か
、
住
民
の
応
援
や
選
手
へ
の
支

援
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
地
域
活
性

化
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
①
の
醸じ
ょ
う
せ
い成に

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

令
和
７
年
ま
で
の
本
町
の
結
果
は
。

第
１
回
大
会
で
優
勝
。
そ
の
後
３

年
間
は
優
勝
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
第
５
回
大
会
か
ら
６
連
覇
を
達
成
。

そ
の
後
も
、
第
14
回
・
16
回
を
除
き
、

第
18
回
ま
で
準
優
勝
ま
た
は
第
３
位
で
、

こ
れ
ま
で
に
す
べ
て
の
大
会
で
入
賞
を

果
た
し
て
い
る
。

町
民
の
応
援
に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｒ
不

足
と
考
え
る
が
見
解
は
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
や
、
応
援

気
運
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
チ
ー
ム

力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
取
り

組
み
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
も
応
援

者
の
募
集
を
行
い
、
大
型
バ
ス
１
台
を

QAQAQA

準
備
し
て
い
る
が
、
近
年
は
満
席
に
至

ら
な
い
状
況
。

東
浦
文
化
広
場
利
用
者
へ
の 

安
全
対
策
は

停
止
線
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
現
状
は
。

職
員
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る

日
常
点
検
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
電
話
に
よ
る
通
報
、
フ
ィ
ッ

ク
ス
マ
イ
ス
ト
リ
ー
ト
②
へ
の
投
稿
、

郵
便
局
か
ら
の
通
報
、
地
区
か
ら
の
要

望
等
に
よ
り
、
修
繕
が
必
要
と
判
断
し

た
場
合
、
適
宜
実
施
し
て
い
る
。

QA

名
古
屋
三
河
道
路
に
関
し
、
令
和

７
年
度
に
行
っ
た
本
町
の
動
向
は
。

県
及
び
関
係
市
町
と
構
成
す
る「
名

古
屋
三
河
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
」を
通
じ
て
、
早
期
実
現
に
、
国
へ

の
要
望
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
ど
の

よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
ど

の
よ
う
な
検
討
を
す
る
か
。

道
路
や
土
地
利
用
、
農
業
・
商
業
・

工
業
・
防
災
等
、
様
々
な
経
験
、
知
見

を
持
つ
職
員
を
結
集
し
、
よ
り
良
い
課

QAQA

題
解
決
方
法
や
実
現
策
を
模
索
す
る
。

名
古
屋
三
河
道
路
に
関
す
る
要
望

に
対
す
る
愛
知
県
の
見
解
は
。

早
期
実
現
に
向
け
た
、
計
画
の
具

体
化
を
要
望
し
た
。「
ア
ク
セ
ス
道
路

や
、
沿
線
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
検

討
も
あ
わ
せ
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
今
後
と
も
愛
知
県
が
先
頭
に
立
っ

て
沿
線
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
早
期
事

業
化
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
く
の
で
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
の
所
見
を
い
た
だ
い
た
。

災
害
へ
の
備
え
！

７
年
度
に
、被
災
者
生
活
再
建
支
援

シ
ス
テ
ム
が
導
入
。大
規
模
災
害
発

生
時
に
は
住
家
の
被
害
認
定
調
査
や

罹り
さ
い災
証
明
発
行
業
務
を
円
滑
に
行
い
、

被
災
者
の
迅
速
な
生
活
再
建
の
支
援

が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、今

後
訓
練
等
で
使
用
す
る
か
。

災
害
対
応
に
備
え
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
等
を
用
い
た
住
家
の
被
害
認
定
調

査
の
研
修
を
予
定
。

QAQA

応
援
気
運
の
醸じ
ょ
う
せ
い成に
努
め
る

A 愛
知
駅
伝

優
勝
の
対
策
は

Q

単
な
る
通
過
道
路
に
な
ら
な
い
よ
う
に

A 名
古
屋

三
河
道
路
は
！

Q

①シビックプライド…住民が自分の暮らす町や地域に対して抱く「誇り」や「愛着」、「この地域社会を自分たちの手でもっと良くしていこう」という当事者意識のこと
②フィックスマイストリート…町内の道路・水路・防犯灯・公園など地域の課題を手軽に投稿し、町と問題を共有できる無料アプリ（通信費は個人負担）

語句
説明

▲町道4035号線安全対策

▲名古屋三河道路のルート帯
　出典：愛知県 都市・交通局
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赤赤
あかがわあかがわ

川川　　操操
み さ えみ さ え

恵恵
議員議員

三三
み う らみ う ら

浦浦　　雄雄
ゆ う じゆ う じ

二二
議員議員

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
は
、
80
歳
ま
で
に
３
人

に
１
人
が
経
験
す
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
周
知
は
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
定
期
接
種

の
対
象
者
へ
、
接
種
場
所
、
接
種
費
用
、

任
意
接
種
の
事
前
申
請
書
方
法
等
を
知

ら
せ
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
は
。

今
後
も
、現
在
の
定
期
接
種
及
び
任

意
接
種
の
制
度
を
適
切
に
運
用
し
分
か

り
や
す
い
周
知
と
情
報
提
供
に
努
め
る
。

QAQA

東
浦
町
立
保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
①
で
、

民
間
事
業
者
か
ら
ど
の
様
な
意
見

が
あ
っ
た
か
。

老
朽
化
し
た
園
舎
や
耐
震
性
、
保

育
環
境
の
懸
念
。
施
設
の
修
繕
を
前
提

に
運
営
を
行
う
こ
と
は
可
能
だ
が
、
修

繕
費
の
負
担
や
保
育
ス
ペ
ー
ス
の
制
約

を
懸
念
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

引
継
ぎ
な
ど
に
ど
の
よ
う
な
配
慮

を
行
う
の
か
。
ま
た
、
保
育
料
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
変
更
が
生
じ
る

可
能
性
は
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
新
し
い

環
境
に
適
応
で
き
る
よ
う
、
事
前
に
十

分
な
移
行
準
備
期
間
の
確
保
が
重
要
。

本
町
職
員
と
移
管
先
事
業
者
が
共
同
で

保
育
を
行
い
、
日
常
の
保
育
や
年
間
行

事
な
ど
の
運
営
を
円
滑
に
引
き
継
ぐ
こ

と
を
目
指
す
。
ま
た
、
保
育
料
は
国
の

基
準
等
を
踏
ま
え
、
保
護
者
の
所
得
等

に
応
じ
本
町
が
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、

民
営
化
を
理
由
と
し
て
保
育
料
の
変
更

が
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。

QAQA

本
町
の
訪
問
介
護
事
業
所
数
は
。

愛
知
県
知
事
の
指
定
を
受
け
て
い

る
10
事
業
所
、
知
多
北
部
広
域
連
合
長

の
指
定
を
受
け
て
い
る
９
事
業
所
。

訪
問
介
護
員
の
人
手
不
足
に
つ
い

て
本
町
の
見
解
は
。

介
護
需
要
が
高
ま
る
一
方
で
訪
問

介
護
員
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
賃

金
水
準
の
低
さ
や
精
神
的
身
体
的
な
負

担
、
不
規
則
な
勤
務
形
態
な
ど
人
材
の

確
保
及
び
定
着
が
難
し
い
。
本
町
の
現

場
で
も
人
材
不
足
が
生
じ
て
い
る
状
況

と
認
識
し
て
い
る
。

生
活
支
援
の
部
分
は
地
域
で
の
支

え
あ
い
や
多
様
な
担
い
手
に
よ
る

QAQAQ

支
援
の
充
実
が
重
要
。
現
在
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
か
。

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
に
、

買
い
物
、
ご
み
出
し
、
掃
除
、
話
し
相

手
な
ど
日
常
生
活
の「
ち
ょ
っ
と
困
っ

た
」事
を
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
援
す

る「
ひ
が
し
う
ら
お
す
そ
わ
け
隊
」の
活

動
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
よ
る
見
守
り
や
家
事
支
援
な
ど
、

民
間
で
の
多
様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
。

総
合
窓
口
案
内
の
設
置
を

知
多
５
市
４
町
の
設
置
状
況
は
。

南
知
多
町
、
美
浜
町
を
除
く
５
市

２
町
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。

防
災
士
受
験
費
用
補
助
制
度
の 

導
入
を

導
入
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
防
災
リ
ー

ダ
ー
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
内
容
を
充
実
さ

せ
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
。

AQAQA

定
期
接
種
率
は
29
・
７
％

A た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
率
は

Q

非
常
に
重
要
な
課
題
と
認
識

A 訪
問
介
護
員
不
足

へ
の
見
解
は

Q

①サウンディング型市場調査…自治体が施設活用などの公募を始める前に民間企業から意見やアイデアを1対1の対話を通じて市場性を探る調査語句
説明

▲在宅生活を支える訪問介護員

▲出典：厚生労働省リーフレットより

帯状疱疹ワクチンの
 定期接種を実施します。

帯状疱疹ワクチンの
 定期接種を実施します。

65歳以上の方などを対象に65歳以上の方などを対象に令和 7年度から令和 7年度から

①年度内に 65歳を迎える方
②60 ～ 64 歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害が
あり、日常生活がほとんど不可能な方

定期接種の対象、 接種する方法・費用

（注１）令和７年度から５年間の経過措置として、その年度に70、75、80、85、90、95、100歳になる方
も対象となります。

（注2）令和７年度に限り、100歳以上の方は全員対象となります。

定期接種はお住まいの（住民票のある）市町村（特別区を含む）で実施されます。
ワクチンを接種できる医療機関や費用、申し込み方法などについては、お住まい
の市町村にお問い合わせください。

定期接種の対象

ワクチンを接種する方法と費用

■帯状疱疹は、水痘帯状疱疹ウイルスが再活性化すること
により、神経に沿って、痛みを伴う水疱（水ぶくれ）が
現れる皮膚の病気です。
■合併症の一つに、皮膚の症状が治った後にも痛みが残る
ことがあり、日常生活に支障をきたすこともあります。

帯状疱疹は、痛みを伴う皮膚の病気です

対象者は年度によって異なります。
接種の機会を逃さないようにご注意ください。

予防接種は、感染症を予防するために重要なものですが、健康被害（病気になったり障害が残ったり
すること）が起こることがあります。極めてまれではあるものの、副反応による健康被害をなくすことは
できないことから、救済制度が設けられています。
制度の利用を申し込むときは、予防接種を受けたときに住民票を登録していた市町村にご相談ください。

◎帯状疱疹に対するワクチンの予防効果

接種後 1 年時点
接種後 5 年時点
接種後 10 年時点

生ワクチン
（阪大微研）

組換えワクチン
（GSK 社）

生ワクチン
（阪大微研）

組換えワクチン
（GSK 社）

6 割程度
4 割程度

ー

9 割以上
9 割程度
7 割程度

◎ワクチンの安全性

◎他のワクチンとの同時接種について

70% 以上

主な副反応の
発現割合

接種後の経過年数

30% 以上

10% 以上

1% 以上 発疹　倦怠感

ー 疼痛※

頭痛　腫脹※ 悪寒
発熱　胃腸症状

そう痒感※　熱感※
腫脹※　疼痛※　硬結※

そう痒感※　倦怠感 
その他の疼痛

発赤※　筋肉痛　疲労発赤※

■ワクチンを接種後に以下のような副反応がみられることがあります。
■頻度は不明ですが、生ワクチンについては、アナフィラキシー、血小板減少性紫斑病、無菌性髄膜炎が、
組換えワクチンについては、ショック、アナフィラキシー、ギラン・バレー症候群がみられることがあります。

■生ワクチンについては、他の生ワクチンとは27日以上の間隔を置いて接種してください。

■帯状疱疹ワクチンは、医師が特に必要と認めた場合に、インフルエンザワクチンや新型コロナ
ワクチン等と同時接種が可能です。

厚労省　帯状疱疹ワクチン 検 索
厚生労働省ホームページ帯状疱疹ワクチンについて

詳しく知りたい方はこちら 2025年11月

（※）ワクチンを接種した部位の
症状。 各社の添付文書より
厚生労働省にて作成。

■帯状疱疹ワクチンには２種類あり、接種方法や、効果とその持続期間、副反応などの特徴が異なって
いますが、いずれのワクチンも、帯状疱疹やその合併症に対する予防効果が認められています。

◎ワクチンの特徴

接種方法
生ワクチン（阪大微研） 組換えワクチン（GSK 社）

接種回数と間隔

接種条件

（※）病気や治療により、免疫の機能が低下したまたは低下する可能性がある方等は、医師が早期の接種が必要と判断
した場合、接種間隔を１か月まで短縮できます。

皮下に接種

病気や治療によって、
免疫の低下している方は接種できません

１回
筋肉内に接種

免疫の状態に関わらず接種可能

２回（２か月以上の間隔をあける）※

（注）帯状疱疹後神経痛に対する
ワクチンの効果は、接種後
３年時点で、生ワクチンは６
割程度、組換えワクチンは９
割以上と報告されています。

予防接種健康被害救済制度があります
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６
月
定
例
会

常
任
委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

大大
おおかわおおかわ

川川　　　　晃晃
あきらあきら

議員議員

秋秋
あ き ばあ き ば

葉葉富富
ふ じ こふ じ こ

士子士子
議員議員

子
ど
も
食
堂
の
運
営
に
要
す
る
経

費
に
対
し
、
補
助
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
。
本
町
で
も
同
様

の
取
組
を
提
案
す
る
が
見
解
は
。

本
町
お
よ
び
東
浦
町
社
会
福
祉
協

議
会
等
に
よ
る
既
存
の
支
援
制
度
、
食

材
提
供
、
周
知
支
援
に
加
え
、
県
の
補

助
制
度
や
食
材
費
高
騰
へ
の
支
援
等
子

ど
も
食
堂
の
活
動
を
支
え
る
仕
組
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
町
単
独

で
新
た
な
補
助
制
度
を
創
設
す
る
予
定

は
な
い
。

給
水
機
の
設
置

（
公
共
施
設
の
）自
動
販
売
機
の
代

替
設
備
と
し
て
の
給
水
機
の
設
置

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

施
設
利
用
者
の
水
分
補
給
と
い
う

重
要
な
点
に
お
い
て
、
充
分
代
替
で
き

る
設
備
で
あ
る
。
給
水
機
に
は
、
水
道

直
結
式
や
タ
ン
ク
入
替
式
等
の
種
類
が

あ
る
。
本
町
と
し
て
は
コ
ス
ト
や
運
用

の
手
間
も
踏
ま
え
、
慎
重
に
考
え
て
い

く
。

QAQA

「
ボ
ト
ル
フ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」①

に
参
加
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が

見
解
は
。

「
ボ
ト
ル
フ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
マ
イ
ボ
ト
ル
の
利
用
を
促
す
た
め
自

治
体
と
給
水
機
の
レ
ン
タ
ル
事
業
者
が

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
あ

る
。
参
加
に
つ
い
て
は
、
先
進
自
治
体

の
利
用
状
況
な
ど
を
参
考
に
検
討
し
て

い
く
。

ス
マ
ホ
申
告

役
場
職
員
と
一
緒
に
作
成
す
る
ス

マ
ホ
申
告
相
談
の
今
後
の
取
組
予

定
は
。

引
き
続
き
実
施
し
、
時
間
等
に
と

ら
わ
れ
ず
申
告
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
、
ス

マ
ホ
申
告
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
事
前

準
備
や
注
意
事
項
の
周
知
を
強
化
し
て

い
く
。

QAQA

ア
イ
プ
ラ
ザ
閉
店
後
の
具
体
的
な

支
援
策
は
。

具
体
的
に
は
、３
点
考
え
て
い
る
。１

点
目
は
、移
動
販
売
。現
在
、民
間
事
業

者
に
よ
る
移
動
販
売
の
導
入
に
つ
い
て
、

試
験
的
な
実
施
に
向
け
た
調
整
を
進
め

て
い
る
。２
点
目
は
、ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー

の
活
用
。３
点
目
は
、買
い
物
支
援
、住

民
同
士
の
支
え
合
い
も
含
め
た
既
存
公

共
交
通
手
段
を
補
完
す
る
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
等
の
移
動
手
段
を
検
討
。

商
業
施
設
が
担
っ
て
き
た
地
域
の
見

守
り
や
交
流
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
が
、社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連

携
し
た
居
場
所
づ
く
り
や
見
守
り
体

制
の
構
築
に
対
す
る
町
の
考
え
は
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
の
観

点
か
ら
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
が
利
用
で
き
な
く
な
る
こ

と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
日
常
生
活

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
単
独
で

QAQAQA

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

生
活
の
利
便
性
の
確
保
に
向
け
、
引
き

続
き
金
融
機
関
に
対
し
て
要
望
を
行
い
、

近
隣
で
利
用
可
能
な
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
情
報
提

供
に
努
め
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の 

水
分
補
給
環
境
整
備
を

自
動
販
売
機
撤
去
後
の
利
用
者
が

水
分
補
給
で
き
る
環
境
の
確
保
は
。

自
動
販
売
機
の
設
置
、ウ
ォ
ー
タ
ー

ク
ー
ラ
ー
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
、

蛇
口
直
結
型
の
浄
水
器
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

等
、
様
々
な
方
法
を
比
較
検
討
す
る
に

は
一
定
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
な
る
公
共

施
設
に
お
い
て
は
、
熱
中
症
予
防
用
の

飲
料
水
を
備
え
、
窓
口
で
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

QA

新
た
な
補
助
制
度
の
創
設
は
し
な
い

A 子
ど
も
食
堂
運
営
に

補
助
を
提
案

Q

実
現
可
能
な
方
策
を
検
討

A 買
い
物
困
難
者
へ
の

支
援
策
は

Q

①ボトルフリープロジェクト…民間の給水機レンタル会社が自治体と連携して熱中症対策、プラスチックごみ削減等を目的とした事業に取り組むこと語句
説明

▲ボトルフリープロ
ジェクトの給水機

（阿久比町中央公民館）

▲住民から届いたアンケート
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６
月
定
例
会

常
任
委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

周
辺
住
民
の
生
活
を
55
年
に
渡
り
支

え
て
き
た
地
域
の
ス
ー
パ
ー
が
本
年

５
月
末
に
閉
店
。県
営
住
宅
や
分
譲

団
地
で
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

買
い
物
の
不
便
さ
や
外
出
機
会
の
喪

失
に
よ
る
孤
立
の
不
安
を
危
惧
す
る

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。買
い
物
困

難
者
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
る
か
。

自
治
会
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
移
動
販
売
の
試
験

的
な
実
施
に
向
け
た
調
整
を
進
め
て
い

る
。
今
後
、
移
動
販
売
車
の
停
車
場
所

や
ル
ー
ト
、
開
始
時
期
等
、
地
域
や
関

係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

QA

地
域
の
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
す

る
考
え
は
。

検
討
中
の
移
動
販
売
が
単
な
る
物

販
だ
け
で
な
く
、
住
民
同
士
が
顔
を
合

わ
せ
る
き
っ
か
け
等
、
交
流
の
場
と
し

て
の
機
能
も
期
待
さ
れ
る
。

　
地
域
住
民
や
東
浦
町
社
会
福
祉
協
議

会
等
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
居
場
所
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
を

国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
に
占

め
る
割
合
が
他
の
社
会
保
険
よ
り

も
大
き
い
。
町
独
自
の
負
担
軽
減

策（
均
等
割
減
免
、
子
育
て
世
帯
へ

の
軽
減
等
）を
検
討
す
る
考
え
は
。

県
の「
保
険
料
水
準
の
統
一
」に
当

た
り
、
市
町
村
間
の
公
平
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
町
独
自
の
負
担
軽
減
策

を
検
討
す
る
予
定
は
な
い
。
国
民
健
康

保
険
税
に
と
ら
わ
れ
ず
、
子
育
て
世
帯

の
負
担
の
軽
減
に
も
努
め
て
い
る
。

QAQA

将
来
、
財
政
負
担
が
大
き
い
公
共

施
設
再
配
置
計
画
の
前
倒
し
を
。

本
計
画
は
長
期
の
た
め
適
宜
、
施

設
の
利
活
用
の
要
否
を
判
断
し
、
時
期

の
見
直
し
複
合
化
の
順
番
を
入
れ
替
え
、

住
民
の
利
便
性
向
上
を
念
頭
に
、
多
機

能
化
を
軸
と
し
た
再
編
を
実
施
す
る
。

町
内
の
民
間
事
業
者
や
町
外
の
人

材
協
力
の
た
め
情
報
発
信
が
必
要

で
は
。

本
町
で
は
、
町
内
の
事
業
者
や
地

域
団
体
、
町
外
の
企
業
等
と
の
協
力
、

産
官
学
連
携
や
市
町
村
を
横
断
す
る
広

域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
課
題

解
決
の
取
組
を
一
層
深
化
し
て
い
く
。

QAQA

人
口
減
少
は
社
会
資
源
の
余
剰
を

発
生
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
は
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
始
め
、
Ｄ
Ｘ
の
推

進
で
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
備
。
余
剰
と
な
る
社

会
資
源
は
町
内
外
の
地
域
団
体
・
民
間

事
業
者
と
連
携
し
有
効
活
用
を
図
る

近
隣
市
町
と
の
差
別
化
と
協
力
を
。

東
浦
町
の
魅
力
を
明
確
に
し
、
近

隣
市
町
と
連
携
。
互
い
の
強
み
を
活
か

し
関
係
人
口
や
交
流
人
口
の
増
加
に
努

め
る
。
広
域
連
携
に
よ
る
効
率
化
や
効

果
の
最
大
化
が
期
待
で
き
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
も
有
効
と
認
識
。

指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
を

制
度
の
要
件
と
効
果
は
。

公
の
施
設
で
の
管
理
代
行
を
し
て

い
る
本
町
の
３
施
設
は
、
民
間
の
専
門

性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ
り
、
運
営

す
る
施
設
等
の
利
用
者
数
は
増
加
傾
向
。

そ
の
他　
民
法
改
正
で
施
行
さ
れ
た
共

同
親
権
制
度
活
用
が
こ
ど
も
の
利
益
に
。

QAQAQA

移
動
販
売
、
交
流
の
場
と
し
て
期
待

A 地
域
の
居
場
所
の

確
保
を

Q

多
機
能
化
を
軸
に
再
編
を
実
施

A 人
口
減
少
に
よ
る

地
域
課
題
解
決
を

Q

杉杉
すぎしたすぎした

下下久久
く に こく に こ

仁子仁子
議員議員

久久
ひさまつひさまつ

松松　　純純
た だ した だ し

志志
議員議員

▲地域の居場所となっていた交流施設（ラソプラザ）

▲第2次衣浦定住自立圏共生ビジョン
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６
月
定
例
会

常
任
委
員
会

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

北北
き た のき た の

野野　　興興
こ う じこ う じ

地地
議員議員

長長
ながさかながさか

坂坂　　知知
ともやすともやす

泰泰
議員議員

投
票
環
境
向
上
に
よ
る
投
票
率
の
改
善

電
子
投
票
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ン
ド

ア
ロ
ー
ン
型
電
子
投
票
機
①
で
あ
れ

ば
技
術
的
信
頼
性
も
確
保
さ
れ
、

選
挙
結
果
の
判
明
も
早
く
、
疑
問

票
・
無
効
票
の
解
消
に
つ
な
が
り
導

入
は
効
果
的
と
考
え
る
が
見
解
は
。

来
年
に
執
行
予
定
の
町
議
会
議
員

選
挙
及
び
町
長
選
挙
に
電
子
投
票
を
導

入
す
る
方
針
。
導
入
の
理
由
は
①
記
載

ミ
ス
に
よ
る
無
効
票
が
生
ま
れ
ず
有
権

者
の
意
思
を
正
確
に
反
映
で
き
る
②
シ

ス
テ
ム
の
安
全
性
が
向
上
し
て
い
る
③

導
入
費
用
が
約
１
５
０
０
万
円
と
大
幅

に
削
減
さ
れ
、
国
か
ら
の
特
別
交
付
税

措
置
に
よ
り
財
政
負
担
も
軽
減
さ
れ
る

④
開
票
作
業
の
効
率
化
と
正
確
性
の
向

上
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
や
投
票
時

間
の
拡
大
は
投
票
率
の
向
上
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る

が
見
解
は
。

期
日
前
投
票
所
の
利
用
者
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
は
十
分
に
認
識
し
て

QAQA

い
る
。
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
の
期

日
前
投
票
所
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
二

重
投
票
防
止
策
の
徹
底
を
含
め
設
置
に

向
け
た
準
備
を
進
め
る
。
投
票
時
間
の

拡
大
は
、
時
間
帯
別
の
投
票
実
績
に
加

え
、
運
営
コ
ス
ト
や
人
件
費
、
他
の
自

治
体
の
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
、
多
角
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
一
方
で
投
票
日
当
日
の
即
日
開
票
は
、

職
員
の
負
担
が
非
常
に
大
き
く
、
開
票

結
果
を
待
つ
関
係
者
の
負
担
も
同
様
で

あ
る
。
期
日
前
投
票
の
浸
透
状
況
を
見

極
め
つ
つ
、
投
票
終
了
時
間
の
繰
り
上

げ
を
含
め
た
柔
軟
な
対
応
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。

例
年
３
月
に
役
場
で
開
催
の
犯
罪

被
害
者
等
支
援
パ
ネ
ル
展
の
意

義
・
目
的
は
。

パ
ネ
ル
展
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の

苦
悩
や
支
援
の
重
要
性
を
住
民
に
発
信

し
支
援
体
制
の
充
実
を
促
進
す
る
意
義

を
持
つ
。
被
害
者
等
が
直
面
す
る
課
題

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
。
社

会
全
体
で
支
え
る
環
境
を
育
む
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

町
民
に
寄
り
添
う
た
め
に「
犯
罪
被

害
者
・
遺
族
支
援
条
例
」の
制
定
を
。

犯
罪
被
害
に
遭
う
人
は
、
社
会
で

普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
で
あ
り
、

誰
も
が
突
然
、
犯
罪
被
害
者
等
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
犯
罪
被
害
で
、
身
体

に
傷
や
障
害
を
負
い
、
ト
ラ
ウ
マ
反
応

QAQA

に
よ
り
め
ま
い
や
過
呼
吸
、
吐
き
気
な

ど
の
症
状
や
被
害
時
の
記
憶
が
よ
み
が

え
り
、
動
機
や
パ
ニ
ッ
ク
、
自
傷
な
ど

精
神
的
な
問
題
を
抱
え
、
日
常
生
活
が

困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　
本
条
例
の
制
定
は
、
必
要
な
支
援
を

迅
速
的
確
に
提
供
す
る
仕
組
み
や
安
定

し
た
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
不
可
欠
。

　
現
在
、
知
多
４
町
と
制
定
に
向
け
た

議
論
を
進
め
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る 

社
会
づ
く
り
を
　
　

高
齢
者
が
生
き
生
き
と
活
躍
で
き

る
社
会
の
実
現
の
た
め
、「
情
報
と

人
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
」を
進

め
る
考
え
が
あ
る
か
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
情

報
発
信
や
人
と
活
動
を
つ
な
ぐ
手
法
も

研
究
、
高
齢
者
が
地
域
活
動
等
社
会
参

加
に
つ
な
が
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

活
か
す
。

　
高
齢
者
が
必
要
な
情
報
に
繋
が
り
や

す
く
、
地
域
活
動
に
参
加
し
や
す
い
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

QA

来
年
の
町
議
会
議
員
選
挙
よ
り
導
入

A 「
電
子
投
票
」導
入
の

見
解
は

Q

条
例
制
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く

A 犯
罪
被
害
者
等
支
援

の
条
例
制
定
を

Q

①スタンドアローン型電子投票機…ネットワークに接続せず単体で投票・記録・集計を行う端末語句
説明

記録媒体に記録

開票所の端末で
迅速に開票

▲愛知県警察パンフレットより

タッチパネル式の
電子投票機で投票

▲電子投票のイメージ　　　　
出典：総務省ホームページ
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